






 

小児慢性特定疾患に関する医療は,母子保健対策の一つとして,1)児童の健全な育成,2)各

種心身障害の発生防止,3)各種の身体障害の除去または軽減,更に 4)高額医療費の負担軽

減を目的とした小児医療の対策制度のなかで広く利用され,小児疾病の治療発展に多大の

貢献がもたらされている。 

 一方慢性疾患の治療の進歩は,多くの幼い生命を救い,完全治癒の頻度を上昇させたが,

治療が長期化し,殆んど生涯に亘って闘病生活を行わねばならない患者も次第に増しつつ

ある。小児期に於いても次第に年齢が長じ,思春期に至り,本人はもとより家族にとっても

対応せねばならない種々の問題をかかえるようになってきた。即ち狭義の直接治癒のみな

らず,精神心理面,教育や職業対策,更に環境・社会或は福祉の面に及ぶ多方面からの総合的

医療を構築し,患児とその家族を援助する必要が痛感されるようになった。 


